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葉
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は
じ
め
に

万
葉
集
の
注
釈
と
言
え
ば
、
澤
瀉
久
孝
氏
『
万
葉
集
注
釈
』（
以
下
『
注
釈
』
と
い
う
）
は
昭
和
三
十
二
年
か
ら
昭
和
四
十
三
年
に
か
け
て

中
央
公
論
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
畢
生
の
大
事
業
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
澤
瀉
氏
は
皇
學
館
大
学
再
興
時
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
教
鞭
を
執
ら

れ
た
。
澤
瀉
氏
の
没
後
に
蔵
書
が
寄
贈
さ
れ
澤
瀉
久
孝
文
庫
と
称
す
る
貴
重
な
図
書
を
本
学
で
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
中
に
は
『
万

葉
集
注
釈
』
の
自
筆
原
稿
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
澤
瀉
門
下
の
皇
學
館
大
学
元
学
長
西
宮
一
民
氏
も
『
万
葉
集
全
注
』（
以
下
『
全
注
』
と
い
う
）
巻
第
三
を
昭
和
五
十
九
年
三
月
に

有
斐
閣
よ
り
出
版
さ
れ
た
。
執
筆
当
時
大
学
院
の
院
生
で
あ
っ
た
私
は
、
校
正
の
手
伝
い
等
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
万
葉
集
の
研
究
方
法
を

学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。

本
稿
は
そ
の
万
葉
集
巻
三
の
中
か
ら
大
伴
坂
上
郎
女
の
「
祭
神
歌
」（
3
・
三
七
九
～
三
八
〇
）
を
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

当
該
歌
は
神
道
祭
祀
に
関
わ
る
表
現
も
見
ら
れ
そ
の
方
面
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
。

「
祭
神
歌
」
に
つ
い
て
は
、
末
尾
に
参
考
文
献
を
掲
げ
た
よ
う
に
研
究
が
進
め
ら
れ
、
最
近
も
多
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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本
稿
は
、
先
行
研
究
も
踏
ま
え
、『
注
釈
』
及
び
『
全
注
』
を
中
心
に
そ
の
訓
釈
及
び
解
釈
に
つ
い
て
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

一

「
祭
神
歌
」
に
つ
い
て

ま
ず
「
祭
神
歌
」
の
作
者
大
伴
坂
上
郎
女
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
大
伴
安
麻
呂
の
娘
で
旅
人
の
異
母
妹
に
あ
た
り
、
家
持
の
叔
母
で

あ
り
姑
で
も
あ
る
。
初
め
穂
積
親
王
に
嫁
し
、
親
王
の
死
後
、
藤
原
麻
呂
の
寵
を
受
け
、
異
母
兄
宿
奈
麻
呂
の
妻
と
な
り
、
坂
上
大
嬢
・
二

嬢
を
生
ん
だ
。
神
亀
年
間
（
七
二
四
―
七
二
九
）、
旅
人
の
妻
の
死
に
よ
り
大
宰
府
に
も
下
り
、
天
平
二
年
（
七
三
〇
）
帰
京
し
た
。
旅
人
の

没
後
も
家
刀
自
存
在
と
し
て
大
伴
家
で
重
要
な
位
置
を
占
め
、
家
持
と
も
深
く
関
わ
っ
た
こ
と
は
万
葉
集
の
作
品
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
歌

数
八
十
四
首
、
う
ち
長
歌
六
首
、
旋
頭
歌
一
首
を
残
す
。「
祭
神
歌
」
は
左
注
か
ら
天
平
五
年
十
一
月
作
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

最
初
に
『
注
釈
』
に
よ
る
原
文
と
訓
み
下
し
文
、
併
せ
て
口
訳
を
示
す
。
な
お
、
本
来
は
旧
字
体
で
示
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
原
則

と
し
て
新
字
体
を
使
用
す
る
。

大
伴
坂
上
郎
女
祭
レ
神
歌
一
首
并
短
歌

三
七
九

久
堅
之

ヒ
サ
カ
タ
ノ

天
原
従

ア
マ
ノ
ハ
ラ
ヨ
リ

ひ
さ
か
た
の

天
の
原
よ
り

生
来

ア
レ
コ
シ

神
之
命

カ
ミ
ノ
ミ
コ
ト

生あ

れ
来こ

し

神
の
命

奥
山
乃

オ
ク
ヤ
マ
ノ

賢
木
之
枝
尓

サ
カ
キ

ノ
エ
ダ
ニ

奥
山
の

榊
の
枝
に

白
香
付

シ
ラ
カ
ツ
ク

木
綿
取
付
而

ユ

フ
ト
リ
ツ
ケ
テ

白
香

し
ら
か

つ
く

木ゆ

綿ふ

と
り
つ
け
て

斎
戸
乎

イ
ハ
ヒ
ヘ
ヲ

忌
穿
居

イ
ハ
ヒ
ホ
リ
ス
ヱ

斎
瓮

い
は
ひ
へ

を

忌い
は

ひ
ほ
り
す
ゑ

竹
玉
乎

タ
カ
ダ
マ
ヲ

繁
尓
貫
垂

シ
ジ
ニ
ヌ
キ
タ
レ

竹
玉

た
か
だ
ま

を

繁し
じ

に
貫ぬ

き
垂
れ
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十
六
自

シ

シ

ジ

物モ
ノ

膝
折
伏

ヒ
ザ
ヲ
リ
フ
セ

し
し
じ
も
の

膝
折
り
伏
せ

手
弱

タ
ワ
ヤ

女メ

之ノ

押
日
取
懸

オ
ス
ヒ
ト
リ
カ
ケ

手
弱
女

た
わ
や
め

の

お
す
ひ
と
り
懸
け

如
此
谷
裳

カ

ク
ダ
ニ
モ

吾
者
祈
奈
牟

ア
レ
ハ
コ
ヒ
ナ

ム

か
く
だ
に
も

吾
は
祈こ

ひ
な
む

君
尓
不
相
可
聞

キ
ミ
ニ
ア
ハ
ジ
カ

モ

（
紀
）

君
に
あ
は
じ
か
も

【
口
訳
】
高
天

た
か
ま

の
原
よ
り
お
生
ま
れ
に
な
つ
て
来
ら
れ
た
神
の
命
よ
。
奥
山
の
榊
の
枝
に
白
い
木
綿

ゆ

ふ

を
と
り
つ
け
、
斎
瓮

い
は
ひ
へ

を
土
に
清
め
掘

り
す
ゑ
、
竹
玉
を
沢
山
貫
き
垂
ら
し
、
猪
の
や
う
に
膝
を
折
り
伏
せ
て
、
婦
人
の
襲
衣
を
身
に
か
け
て
、
こ
の
や
う
に
し
て
私
は

祈
り
ま
せ
う
。
か
う
し
て
も
君
に
逢
は
な
い
で
せ
う
か
。

反
歌

三
八
〇

木
綿
畳

ユ

フ
ダ
タ
ミ

手
取
持
而

テ
ニ
ト
リ
モ
チ
テ

木
綿
畳

ゆ

ふ
だ
た
み

手
に
取
り
持
ち
て

如
此
谷
母

カ

ク
ダ
ニ
モ

吾
波
乞
甞

ワ
レ
ハ
コ
ヒ
ナ
ム

か
く
だ
に
も

吾
は
こ
ひ
な
む

君
尓
不
相
鴨

キ
ミ
ニ
ア
ハ
ジ
カ
モ

（
類
、
十
一
・
四
)
君
に
あ
は
じ
か
も

【
口
訳
】
木
綿
だ
た
み
を
手
に
持
つ
て
神
を
祭
り
つ
ゝ
か
う
し
て
祈
り
ま
せ
う
。
そ
れ
で
も
君
に
あ
は
な
い
で
せ
う
か
。

右
歌
者
、
以
二
天
平
五
年
冬
十
一
月
一
供
二
祭
大
伴
氏
神
一
之
時
、
聊
二
作
此
歌
一。
故
曰
二
祭
神
歌
一。

こ
こ
で
原
文
の
下
に
「（
紀
）（
類
、
十
一
・
四
）」
と
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
凡
例
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

定
本
万
葉
集
以
来
、
西
本
願
寺
本
を
底
本
と
す
る
事
が
二
三
の
注
釈
書
に
も
行
は
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
廿
巻
完
備
し
た
最
も
古
い
写

本
と
し
て
う
な
づ
か
れ
る
態
度
な
が
ら
、
西
本
願
寺
本
と
流
布
本
と
は
大
体
系
統
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
私
は
系
統
を
異

に
す
る
古
写
本
と
流
布
本
（
寛
永
本
）
と
を
照
合
し
て
両
者
の
間
に
異
同
が
あ
る
場
合
は
そ
の
正
し
い
と
認
め
た
方
を
採
つ
た
。

し
た
が
っ
て
、
三
七
九
歌
に
対
し
て
は
紀
州
本
を
、
三
八
〇
歌
に
対
し
て
は
類
聚
古
集
を
底
本
と
し
た
と
い
う
独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
採
ら
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れ
た
の
で
あ
る
。
最
近
も
西
本
願
寺
本
を
底
本
と
し
て
テ
キ
ス
ト
が
作
成
さ
れ
る
事
が
多
い
が
、
一
つ
の
試
み
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

『
注
釈
』
は
題
詞
と
左
注
に
関
し
て
は
訓
み
下
し
文
を
載
せ
な
い
。
題
詞
の
後
に
、
作
者
大
伴
坂
上
郎
女
に
つ
い
て
の
説
明
が
載
せ
ら
れ

て
い
る
。
坂
上
郎
女
の
初
出
で
あ
り
、
そ
の
経
歴
や
「
坂
上
里
」
に
つ
い
て
の
考
察
な
ど
が
あ
り
、
最
後
に
、

天
平
勝
宝
二
年
の
作
（
十
九
・
四
二
二
〇
、
四
二
二
一
）
に
至
る
ま
で
八
十
余
首
の
作
が
あ
り
、
歌
数
に
於
い
て
女
流
第
一
で
あ
り
、
長
歌
数
首
を

ま
じ
へ
取
材
の
範
囲
の
広
い
点
に
於
い
て
も
女
流
作
家
中
の
異
色
で
あ
り
、
こ
こ
に
載
せ
る
も
の
の
如
き
も
婦
人
の
作
と
し
て
珍
し
い

も
の
で
あ
る
。
才
色
兼
備
の
語
は
こ
の
人
の
評
と
し
て
適
切
で
あ
る
。「
祭
神
歌
」
の
語
に
つ
い
て
は
大
伴
氏
の
氏
神
を
祭
る
意
で
あ

る
こ
と
左
注
に
説
明
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
条
で
述
べ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。

二

長
歌
に
つ
い
て

1
、
久
堅
之
天
原
従

生
来
神
之
命

『
注
釈
』
は
【
口
訳
】
の
次
に
【
訓
釈
】
に
つ
い
て
述
べ
る
。
す
べ
て
の
語
句
に
つ
い
て
詳
述
す
る
の
で
は
な
く
、

ひ
さ
か
た
の
―
天
の
枕
詞
。
既
出
（
一
・
八
二
）。

と
あ
る
よ
う
に
、
特
段
の
問
題
が
無
い
限
り
既
出
で
あ
れ
ば
そ
こ
を
参
照
す
る
よ
う
に
指
示
す
る
。

続
く
「
天
の
原
よ
り
生
れ
来
し
神
の
命
」
に
つ
い
て
『
注
釈
』
は
詳
述
す
る
。
当
該
箇
所
で
問
題
に
な
る
の
は
、「
生
来
」
の
訓
と
「
神

之
命
」
の
指
し
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
生
来
」
に
つ
い
て
は
本
文
に
異
同
は
な
い
が
、
訓
の
諸
説
は
次
の
よ
う
に
な
る
（
略
称
を
用
い
る
）。

・
ア
レ
キ
タ
ル
…
旧
訓
、
代
匠
記
精
撰
本
、
万
葉
考
、
略
解
、
攷
証
、
檜
嬬
手
、
註
疏
、
折
口
口
訳
、
全
釈
、
総
釈
（
吉
沢
義
則
）、
新
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校
（
旧
版
）、
講
義
、
金
子
評
釈
、
定
本
、
古
典
全
書
、
窪
田
評
釈
、
佐
佐
木
評
釈
、
全
註
釈
（
旧
版
・
増
訂
版
）、
古
典
大
系
、
塙

書
房
本
、
古
典
全
集
、
桜
楓
社
本
、
旺
文
社
文
庫
本
、
古
典
集
成
、
全
訳
注
、
完
訳
、
全
注
（
西
宮
）、
新
編
全
集
、
釈
注
、
和
歌

大
系
、
新
古
典
大
系
、
全
歌
講
義
、
新
校
注
（
注
1
）、

全
解

・
ア
レ
コ
シ
…
…
槻
落
葉
、
古
義
、
新
考
、
注
釈

・
ア
レ
ク
ル
…
…
私
注

・
ウ
マ
レ
コ
シ
…
童
蒙
抄

右
の
よ
う
に
、
旧
訓
は
ア
レ
キ
タ
ル
で
、
現
在
も
そ
の
訓
が
主
流
で
あ
る
が
、
つ
と
に
『
槻
落
葉
』
が
ア
レ
コ
シ
と
訓
み
、『
古
義
』『
新

考
』『
注
釈
』
が
従
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
童
蒙
抄
』
が
ウ
マ
レ
コ
シ
、『
私
注
』
が
ア
レ
ク
ル
と
訓
ん
で
い
る
。
改
め
て
当
該
箇
所
の
訓
を

考
え
て
み
た
い
。

つ
と
に
ア
レ
キ
タ
ル
と
訓
む
『
攷
証
』
は
、

古
事
記
上
巻
に
、
故
其
天
忍
日
命
〈
此
者
大
伴
連
等
之
祖
〉
と
あ
り
。
こ
れ
、
大
伴
の
氏
神
に
て
、
則
、
天
神
な
れ
ば
、
天
原
従
生
来

ア
マ
ノ
ハ
ラ
ヨ
リ
ア
レ
キ
タ
ル

と
は
い
ふ
也
。
生ア

レ

は
生
産

ア
レ
マ
ス

、
生
継

ア
レ
ツ
グ

な
ど
い
ふ
生ア

レ

と
同
じ
く
、
字
の
如
く
、
う
ま
る
ゝ
意
也
。

と
し
て
、
天
忍
日
命
を
対
象
と
考
え
た
。
そ
れ
に
対
し
て
ア
レ
コ
シ
と
訓
む
『
古
義
』
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

生
来
は
、
ア
レ
コ
シ

○

○

○

○

と
訓
べ
し
、
ア
レ

○

○

の
言
は
、
既
く
出
づ
、（
生
字ノ

を
書
る
は
、
所
生

ウ
マ
レ

は
、
阿
礼

ア

レ

と
切
れ
る
故
に
、
生
を
阿
礼

ア

レ

と
訓
ば
な
り
、

さ
れ
ど
阿
礼

ア

レ

は
、
直
に
生ウ

マ
ル
る
義
に
は
非
ず
、）
阿
礼

ア

レ

は
、
こ
の
世
に
現
出レ

る
を
い
ふ
言
に
て
、
現
人
神

ア
ラ
ヒ
ト
カ
ミ

と
い
ふ
、
現ア

ラ

と
同
言
な
り
、
大
伴

氏
遠
祖

ノ

ツ

天
忍ノ

日
命ノ

は
、
高
皇
産
霊
尊ノ

の
五
世
の
孫
に
し
て
、
初
邇メ

邇
芸
命ノ

の
日
向
高ノ

千
穂
峯ノ

に
天
降
し
ゝ
時
に
、
御
前
に
立
し
て
従

ツ
カ
ヘ

駕マ
ツ
リ

し
神
に
て
、
其
かノ

み
高
天
原ノ

よ
り
し
て
名
高
く
、
世
に
い
ち
し
る
か
り
け
れ
ば
、
天
原ノ

よ
り
現
出
来
し
と
い
ふ
な
り
、

ア
レ
キ
タ
ル
と
訓
む
山
田
孝
雄
氏
（
元
神
宮
皇
學
館
大
學
学
長
）『
万
葉
集
講
義
』
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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「
生
」
は
「
ウ
マ
レ
」
と
も
「
ア
レ
」
と
も
よ
む
べ
き
が
、
こ
の
下
に
「
神
」
と
あ
れ
ば
、「
ウ
マ
レ
」
と
よ
ま
む
は
当
ら
ず
、「
ア
レ
」

と
よ
む
べ
し
。「
来
」
は
「
キ
タ
ル
」
と
も
「
コ
シ
」
と
も
よ
ま
る
べ
き
が
、「
コ
シ
」
と
よ
む
人
は
「
キ
タ
ル
」
を
「
キ
タ
リ
」
の
訛

に
し
て
後
世
の
語
な
り
と
思
へ
る
や
う
な
れ
ど
、
然
ら
ず
。
こ
れ
は
「
キ
イ
タ
ル
」
の
約
に
し
て
、
俗
語
に
は
あ
ら
ず
。「
ア
レ
」
の

二
言
に
つ
ゞ
き
て
「
キ
タ
ル
」
と
三
音
に
よ
む
を
よ
し
と
す
。
…
祖
神
の
神
代
よ
り
現
れ
て
今
に
伝
は
り
来
れ
る
と
な
り
。

同
じ
く
ア
レ
キ
タ
ル
と
訓
む
武
田
祐
吉
氏
『
万
葉
集
全
註
釈
』
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ア
レ
は
、
出
現
す
る
の
意
の
動
詞
。
出
生
の
意
に
使
ふ
の
は
、
神
秘
を
感
じ
て
い
ふ
の
で
あ
る
。「
橿
原
乃

カ
シ
ハ
ラ
ノ

日
知
之
御
世
従

ヒ
ジ
リ
ノ

ミ

ヨ

ユ

阿ア

礼レ

座マ
シ

師シ

神
之
尽

カ
ミ
ノ
コ
ト
ゴ
ト

」（
巻
一
、
二
九
）、「

レ

阿
礼
将
座

ア
レ
マ
サ
ム

御
子
之
嗣
継

ミ

コ

ノ
ツ
ギ
ツ
ギ

」（
巻
六
、
一
〇
四
七
）
な
ど
使
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
句
は
、
次

の
句
に
対
す
る
連
体
形
の
句
で
、
天
の
原
よ
り
生
れ
来
る
神
の
命
と
い
ふ
が
、
す
な
は
ち
大
伴
の
氏
神
の
こ
と
で
、
今
の
祭
の
場
に
招

請
し
た
神
を
い
ふ
。
こ
れ
ら
の
神
は
、
高
天
の
原
に
居
ら
れ
る
が
、
今
そ
こ
か
ら
降
つ
て
、
こ
の
祭
の
場
に
出
現
す
る
意
に
、
ア
レ
キ

タ
ル
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
祖
神
の
天
の
忍
日
の
命
が
、
高
天
の
原
か
ら
降
下
し
た
事
蹟
と
解
す
る
説
が
あ
る
が
、
そ
れ
な
ら

ば
、
過
去
の
形
を
以
つ
て
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。（
旧
版
）

こ
の
よ
う
に
『
全
註
釈
』
で
は
、
天
忍
日
命
に
限
ら
ず
大
伴
の
氏
神
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ア
レ
コ
シ
と
訓
む
『
注
釈
』
は
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
神
の
命
」
は
作
者
の
氏
神
即
ち
忍
日
命
で
、「
天
の
原
よ
り
生
れ
来
し
」
と
は
考
に
「
此
命
は
始
天
に
生
れ
て
後
天
孫
の
御
先
に
立

て
天
降
給
ひ
し
を
生
来
と
云
べ
し
」
と
い
ひ
、
諸
注
多
く
同
様
に
解
し
て
ゐ
る
が
、
折
口
氏
口
訳
に
は
「
高
天
原
よ
り
此
地
へ
現
れ
て

お
出
で
に
な
る
」
と
し
、
全
註
釈
に
は
「
こ
れ
ら
の
神
は
、
高
天
の
原
に
居
ら
れ
る
が
、
今
そ
こ
か
ら
降
つ
て
、
こ
の
祭
の
場
に
出
現

す
る
意
」
と
解
説
し
、「
今
の
祭
の
場
に
招
請
し
た
神
」
と
さ
れ
て
ゐ
る
。「
天
の
原
よ
り
」
と
い
ひ
、
諸
注
も
多
く
旧
訓
に
よ
り
ア
レ

キ
タ
ル
と
訓
ん
で
ゐ
る
点
か
ら
右
の
解
が
当
つ
て
ゐ
る
や
う
に
見
え
る
。
し
か
し
「
生あ

る
」
の
義
は
「
現
は
る
」
と
同
根
の
語
で
は
あ
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る
が
、
前
（
一
・
二
九
）
に
述
べ
た
や
う
に
、
た
ゞ
顕
現
の
意
で
な
く
、
や
は
り
「
生
れ
る
」
意
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
「
生
れ
る
」
と

い
ふ
語
が
母
を
主
と
し
た
受
身
の
語
で
あ
る
為
に
、
子
を
主
と
し
て
「
あ
る
」
と
い
ふ
語
が
用
ゐ
ら
れ
た
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
今
我
々

に
は
「
生
れ
る
」
と
い
ふ
言
葉
に
さ
う
し
た
受
身
の
気
持
を
感
じ
な
く
な
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
む
し
ろ
「
生
れ
る
」
と
訳
す
る

方
が
本
義
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
事
は
「
あ
る
」
の
語
に
「
顕
」
と
か
「
現
」
と
か
い
ふ
文
字
が
当
て
ら
れ
ず
、「
生
」
の
文
字

が
当
て
ら
れ
て
ゐ
る
事
に
よ
つ
て
も
認
め
ら
れ
る
。
従
つ
て
こ
こ
も
「
生
」
と
あ
る
も
の
を
た
ゞ
「
出
現
」
の
意
に
解
す
る
の
は
穏
当

で
な
い
。
や
は
り
考
な
ど
の
や
う
に
天
上
に
生
れ
て
そ
こ
よ
り
天
降
り
来
給
う
た
、
の
意
に
と
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
て
さ
う
す
る
と
全

註
釈
に
も
注
意
し
て
ゐ
る
が
、
キ
タ
ル
と
い
ふ
訓
は
適
切
で
な
く
、
槻
乃
落
葉
に
ア
レ
コ
シ
と
訓
ん
だ
の
が
よ
い
。
そ
れ
で
は
四
音
に

な
る
が
、
次
の
句
も
カ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
と
六
音
で
あ
つ
て
、
そ
の
四
六
音
の
連
続
は
「
空ソ

ラ

見
津

ミ

ツ

倭
国

ヤ
マ
ト
ノ
ク
ニ

」（
十
三
・
三
二
三
六
）、「
百
詩
年

モ
モ
シ

ネ

三ミ

野ノ

之ノ

国
之

ク
ニ
ノ

」（
十
三
・
三
二
四
二
）、「
夜ヨ

ル

者
毛

ハ

モ

夜
之
尽

ヨ
ノ
コ
ト
ゴ
ト

昼
者
母

ヒ
ル
ハ

モ

日
之
尽

ヒ
ノ
コ
ト
ゴ
ト

」（
二
・
一
五
五
）
な
ど
と
共
に
、
こ
の
場
合
却
つ
て
ふ
さ
は
し

い
格
調
を
な
し
て
ゐ
る
。

と
述
べ
る
。

こ
の
よ
う
に
ア
レ
キ
タ
ル
と
訓
む
か
ア
レ
コ
シ
と
訓
む
か
説
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。『
注
釈
』
は
ア
レ
コ
シ
と
訓
み
、「
神
之
命
」

を
天
忍
日
命
の
み
を
指
す
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、字
足
ら
ず
に
な
る
が
、『
注
釈
』は
音
数
律
的
に
も
問
題
が
な
い
と
し
て
い
る
。

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
古
事
記
に
お
い
て
は
、

か
れ
し
か
し
て
、
天
の
忍
日
の
命
・
天
津
久
米
の
命
の
二
人
、
天
の
石
靭
を
取
り
負
ひ
、
頭
椎
の
大
刀
を
取
り
佩
き
、
天
の
は
じ
弓
を

取
り
持
ち
、
天
の
真
鹿
児
矢
を
手
挾
み
、
御
前
に
立
ち
て
仕
へ
ま
つ
り
き
。
か
れ
、
そ
の
天
の
忍
日
の
命
（
こ
は
大
伴
の
連
等
が
祖
ぞ
）。

天
津
久
米
の
命
（
こ
は
久
米
の
直
等
が
祖
ぞ
）。（
天
孫
降
臨
条
）

と
あ
り
、
日
本
書
紀
神
代
下
に
も
、
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時
に
大
伴
連
が
遠
祖
天
忍
日
命
、
来
目
部
が
遠
祖
天
槵
津
大
来
目
を
帥
ゐ
、
背
に
は
天
磐
靫
を
負
ひ
、
臂
に
は
稜
威
の
高
鞆
を
著
け
、

手
に
は
天
梔
弓
・
天
羽
羽
矢
を
捉
り
、
及
八
目
鳴
鏑
を
副
持
ち
、
又
頭
槌
剣
を
帯
き
て
、
天
孫
の
前
に
立
つ
。（
第
九
段
一
書
第
四
）

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
記
紀
と
も
に
天
忍
日
命
が
大
伴
氏
の
遠
祖
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
大
伴
氏
が
神
話
に
起
源
を
持
つ
有
力
な

氏
族
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
後
、
西
宮
一
民
氏
『
全
注
』
は
『
講
義
』
説
、『
注
釈
』
説
を
示
し
た
上
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
こ
で
両
説
を
検
討
す
る
と
、「
生
」
に
つ
い
て
は
訓
み
は
講
義
に
同
じ
だ
が
、
注
釈
の
駁
論
が
正
し
く
「
生ア

レ

」
と
訓
む
の
が
よ
い
。

し
か
し
「
来
」
に
つ
い
て
は
、
講
義
の
「
来キ

タ
ル」

が
よ
い
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
否
定
さ
れ
た
の
は
「
顕
現
し
来き

た

る
」
の
「
顕
現

し
」
が
否
定
さ
れ
た
か
ら
「
来き

た

る
」
で
は
お
か
し
い
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、「
天
上
に○

生
ま
れ
て
そ
こ
よ
り

○

○

天
降
り

来
給
う
た
」
と
い
う
理
解
が
先
入
主
と
し
て
あ
っ
た
か
ら
「
来
し

こ

○

」
で
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

「
天
の
原
よ
り

○

○

生あ

ル
」
と
あ
れ
ば
、
生あ

ル
と
の
関
係
に
お
い
て
は
そ
の
ヨ
リ
は
場
所
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
て
、
時
間
と
解
さ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
次
に
原
文
「
生
来○

神
之
命
」
の
「
来
」
は
コ
シ
か
キ
タ
ル
か
に
つ
い
て
は
、
こ
の
「
神
之
命
」（
神
様
の
意
）
が

大
伴
氏
の
祖
神
天
忍
日
命
だ
け
で
は
な
く
、
反
歌
の
左
注
に
「
氏
の
神
」
を
祭
る
と
あ
る
よ
う
に
、「
氏
族
の
歴
代
の
神
々
」
を
さ
し

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
キ
タ
ル
と
訓
む
べ
き
で
あ
る
。
か
く
し
て
「
高
天
の
原
の
神
代
の
時
代
か
ら
生
ま
れ
て
生
ま
れ
継
ぎ
今

日
に
到
っ
た
先
祖
の
神
々
様
よ
」
と
い
う
意
と
な
る
。

こ
こ
で
は
「
生
」
を
『
注
釈
』
の
「
生あ

ル
」
と
す
る
説
に
賛
成
し
つ
つ
「
従
」
の
字
に
も
留
意
さ
れ
、
そ
れ
を
時
間
と
捉
え
る
こ
と
で
「
高

天
の
原
の
神
代
の
時
代
か
ら
」
と
解
し
ア
レ
キ
タ
ル
と
い
う
訓
を
支
持
し
て
い
る
。『
全
注
』
と
同
じ
く
ア
レ
キ
タ
ル
と
訓
む
伊
藤
博
氏
『
万

葉
集
釈
注
』
は
、

高
天
原
の
神
代
の
時
代
か
ら
生
ま
れ
現
わ
れ
て
ず
っ
と
生
を
継
い
で
来
た
、
の
意
。
祖
神
天
忍
日
命
の
こ
と
を
い
い
つ
つ
、
そ
れ
以
来
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大
伴
家
を
承
け
継
い
で
来
た
祖
先
を
も
意
識
し
た
表
現
。
祖
先
が
祖
神
の
中
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
こ
の
表
現
を
こ
の
よ
う
に

解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
び
の
「
君
に
逢
は
じ
か
も
」
の
真
意
が
わ
か
る
。

と
述
べ
、
天
忍
日
命
を
包
摂
す
る
祖
先
を
意
識
し
た
表
現
と
解
す
る
。

こ
こ
で
、「
祭
神
歌
」
を
除
く
「
生
」（
ア
ル
）
の
用
例
を
列
挙
す
る
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

①
玉
だ
す
き
畝
傍
の
山
の

橿
原
の
聖
の
御
代
ゆ
〈
或
は
云
ふ
、「
宮
ゆ
」〉

生あ

れ
ま
し
し
（
阿
礼
座
師
）
神
の
こ
と
ご
と

つ
が
の
木

の
い
や
継
ぎ
継
ぎ
に

天
の
下
知
ら
し
め
し
し
を
〈
或
は
云
ふ
、「
め
し
け
る
」〉
…
（
1
・
二
九
、
柿
本
人
麻
呂
）

②
藤
原
の
大
宮
仕
へ

生あ

れ
つ
く
や
（
安
礼
衝
哉
）

娘
子
が
と
も
は
と
も
し
き
ろ
か
も
（
1
・
五
三
、
作
者
未
詳
）

③
神
代
よ
り
生あ

れ
継
ぎ
来
れ
ば
（
生
継
来
者
）

人
さ
は
に
国
に
は
満
ち
て

あ
ぢ
群
の
通
ひ
は
行
け
ど
…
（
4
・
四
八
五
、
岡
本
天
皇
）

④
や
す
み
し
し
我
が
大
君
の

高
敷
か
す
大
和
の
国
は

天
皇
の
神
の
御
代
よ
り

敷
き
ま
せ
る
国
に
し
あ
れ
ば

生あ

れ
ま
さ
む
（
阿
礼

将
座
）
御
子
の
継
ぎ
継
ぎ

天
の
下
知
ら
し
ま
さ
む
と

八
百
万
千
年
を
か
ね
て

定
め
け
む
奈
良
の
都
は
…
（
6
・
一
〇
四
七
、
田
辺

福
麻
呂
歌
集
）

⑤
…
さ
に
つ
ら
ふ
黄
葉
散
り
つ
つ

八
千
年
に
生あ

れ
つ
か
し
つ
つ
（
安
礼
衝
之
乍
）

天
の
下
知
ら
し
め
さ
む
と

百
代
に
も
変
は
る
ま

し
じ
き

大
宮
所
（
6
・
一
〇
五
三
、
田
辺
福
麻
呂
歌
集
）

①
は
「
近
江
荒
都
歌
」
の
冒
頭
部
で
橿
原
の
聖
天
子
の
御
代
か
ら
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
歴
代
の
天
皇
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
②
は
「
藤

原
宮
御
井
歌
」
の
短
歌
（
反
歌
）
で
あ
る
が
、
藤
原
の
大
宮
に
仕
え
る
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
娘
子
た
ち
を
賛
美
す
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

③
は
「
岡
本
天
皇
御
製
歌
」
で
神
代
か
ら
人
々
が
引
き
続
い
て
生
ま
れ
て
き
た
と
す
る
。
④
は
寧
楽
故
郷
を
悲
し
む
歌
で
、
大
和
の
国
の
こ

と
を
、
お
生
ま
れ
に
な
る
日
の
御
子
が
代
々
天
下
を
お
治
め
に
な
る
だ
ろ
う
と
定
め
た
京
で
あ
っ
た
と
す
る
。
⑤
は
久
邇
新
京
を
讃
め
る
歌

で
、
末
永
く
御
子
が
こ
こ
で
生
ま
れ
天
下
を
お
治
め
に
な
る
だ
ろ
う
と
歌
う
。
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①
③
④
な
ど
の
表
現
を
参
考
に
す
る
と
、「
生
来
」
は
ア
レ
キ
タ
ル
と
訓
ん
だ
方
が
穏
当
で
あ
ろ
う
か
と
考
え
る
。

村
田
右
富
実
氏
［
二
〇
一
五
］
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、「
高
天
原
」
で
は
な
く
「
天
原
」
と
あ
る
こ
と
に
も
注
意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、「
神
之
命
」
に
つ
い
て
は
、
神
代
紀
上
第
六
段
一
書
第
一
や
第
三
、
垂
仁
天
皇
紀
二
十
五
年
三
月
（
一
云
）
条
に
は
「
天
原
」
と
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
、「
高
天
原
」
を
念
頭
に
置
き
、
天
忍
日
命
を
含
ん
だ
祖
神
と
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
ア
レ
コ
シ
と
訓
む
と
シ
は
読
み
添
え
に
な
る
が
、「
来こ

し
」（
シ
は
読
み
添
え
）
に
つ
い
て
、
万
葉
集
中
に
は
「
念
乍
叙
来

お
も
ひ
つ
つ
ぞ
こ
し

」（
1
・

二
五
）、「
思
乍
叙
来

お
も
ひ
つ
つ
ぞ
こ
し

」（
1
・
二
六
）、「
見
来
吾

み
に
こ
し
わ
れ
を

」（
7
・
一
一
八
七
）、「
仕
来

つ
か
へ
こ
し

」（
13
・
三
三
二
四
）
な
ど
二
十
一
例
ほ
ど
、
キ
タ
ル
に
関
し
て

は
「
夏な

つ

来き
た
る

良ら

之し

」（
1
・
二
八
）、「
次
来

つ
ぎ
き
た
る

」（
2
・
二
二
〇
）
な
ど
、
他
の
活
用
形
を
含
め
て
十
例
ほ
ど
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
キ
タ
ル
は

来
イ
タ
ル
の
約
で
あ
る
が
、
動
詞
と
し
て
は
一
語
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、「
祭
神
歌
」
の
表
記
が
助
詞
・
助
動
詞
に
至
る
ま
で
丁
寧
に
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
ア
レ
キ
タ
ル
の
訓
の
方
が
よ
い
と
言
え
る
。

2
、
奥
山
乃
賢
木
之
枝
尓

白
香
付
木
綿
取
付
而

賢
木
に
つ
い
て
は
訓
の
異
同
は
な
い
が
、
何
を
指
す
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。『
注
釈
』
は
、

さ
か
き
は
古
事
記
天
の
岩
屋
戸
の
条
に
「
天
香
山
之
五
百
津
真
賢
木

ア
メ
ノ
カ
グ
ヤ
マ
ノ

イ

ホ

ツ

マ
サ
カ
キ

」
と
あ
り
、
紀
に
も
「
五
百
箇

イ

ホ

ツ

真
坂
樹

マ
サ
カ
キ

」
と
あ
る
。
新
撰
字
鏡
（
七
）

に
は
、
杜
に
も
、
榊
、
𦩋
、
梡
に
も
、
龍
眼
に
も
佐
加
木

サ

カ

キ

の
訓
が
あ
り
、
本
草
和
名
（
上
）
に
も
龍
眼
に
和
名
佐
加
岐
乃
美

サ

カ

キ

ノ

ミ

と
し
、
倭

名
抄
（
五
）
に
も
龍
眼
木
の
条
に
佐
賀
岐

サ

カ

キ

と
し
、
釈
日
本
紀
巻
七
「
真
坂
樹
八
十
玉
籤
」
の
条
に
日
本
紀
私
記
を
引
用
し
て
「
用
二
此

坂
樹
一
刺
二
立
於
地
一
為
二
祭
レ
神
之
木
一
」
と
あ
る
。

と
用
例
を
押
さ
え
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

榊
は
神
木
の
意
の
国
字
で
あ
る
が
、
今
こ
の
字
を
用
ゐ
、
さ
か
き
と
い
ふ
も
の
は
誰
も
知
る
椿
科
の
植
物
で
、
伊
勢
神
宮
を
は
じ
め
ど
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こ
の
神
社
で
も
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
冠
辞
考
（「
ま
さ
き
づ
ら
」
の
条
）
に
は
、
さ
か
木
は
栄
樹
の
意
で
、
神
社
に
よ
り
て
松
杉
橿
な

ど
を
い
ふ
と
し
、
槻
乃
落
葉
別
記
に
は
、
西
村
重
波
が
神
楽
歌
の
榊
に
「
榊
葉
の
香
を
か
ぐ
は
し
み
」
と
あ
り
、
新
古
今
巻
十
九
に
「
榊

葉
の
香
を
や
は
人
の
と
め
て
来
つ
ら
む
」
と
あ
る
事
な
ど
を
あ
げ
て
、
今
の
榊
に
は
葉
に
香
気
な
き
事
を
疑
つ
た
事
を
述
べ
、
昔
の
さ

か
き
は
樒シ

キ
ミで
あ
ら
う
と
云
ひ
、
樒
は
倭
名
抄
（
十
）
に
も
「
香
木
也
」
と
あ
り
、
今
は
専
ら
仏
事
に
用
ゐ
る
や
う
に
な
つ
た
が
、
外
宮

の
神
事
に
用
ゐ
ら
れ
た
花
賢
木

ハ
ナ
サ
カ
キ

と
い
ふ
の
は
樒
で
あ
つ
た
か
ら
、
昔
の
榊
は
専
ら
樒
を
用
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
、
と
あ
る
。
久
老
と
同
じ

く
伊
勢
の
神
官
の
家
に
生
れ
た
私
に
は
何
と
な
く
樒
と
は
き
め
た
く
な
い
や
う
に
感
じ
ら
れ
る
気
持
を
ど
う
す
る
事
も
出
来
な
い
が
、

今
の
榊
と
の
み
は
云
へ
な
い
で
あ
ら
う
。「
奥
山
の
」
と
は
人
間
の
塵
を
は
な
れ
た
清
浄
の
地
と
い
ふ
心
で
あ
る
。

澤
瀉
久
孝
氏
は
伊
勢
に
大
変
ゆ
か
り
の
深
い
人
で
あ
る
が
、
樒
と
す
る
荒
木
田
久
老
の
考
え
に
必
ず
し
も
納
得
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

西
宮
一
民
氏
『
全
注
』
は
、『
槻
落
葉
』
の
用
例
が
神
楽
物
の
採
物
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
。「
五
月
の
開
花
期
の
榊
は
ま
こ
と
に
微
妙
な

そ
し
て
よ
い
香
り
が
す
る
」
と
述
べ
る
。
椿
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
言
及
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

し
か
し
、
椿
は
花
が
大
き
く
、
花
の
咲
く
時
と
花
の
無
い
時
と
の
差
が
あ
り
す
ぎ
て
、
神
楽
の
採
物
と
し
て
は
四
季
を
通
じ
て
の
安
定

性
に
欠
け
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
榊
は
花
が
咲
く
こ
と
さ
え
知
ら
ぬ
人
が
多
い
よ
う
に
、
花
は
小
さ
く
、
し
た
が
っ
て
四
季
を
通
じ

て
常
緑
の
葉
の
み
と
い
う
印
象
で
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
が
私
を
し
て
、
サ
カ
キ
は
榊
だ
と
決
定
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
…
…

斎
宮
の
忌
詞

い
み
こ
と
ば

を
始
め
と
し
て
、日
本
で
は
神
事
と
仏
事
と
を
厳
に
区
別
し
て
お
り
、ま
し
て
神
の
宿
る
木
と
し
て
用
い
る
種
類
が
「
梻し

き
み」

だ
と
か
、
い
や
常
緑
樹
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
よ
い
―
「
常
緑
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
上
掲
の
「
お
く
霜
に
色
も
変
ら
ぬ
」（
新

古
今
集
）
が
よ
く
示
し
て
い
る
―
と
か
言
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
の
記
録
に
よ
る
と
、「
前
山

ま
え
や
ま

」

と
い
う
山
が
「
榊
の
山
」
で
、
榊
が
栽
培
さ
れ
て
い
て
、
厳
重
に
監
視
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
神
事
と
い
う
も
の
は
か
く
の
如
く
し

て
守
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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私
も
こ
の
『
全
注
』
説
を
尊
重
し
た
い
。
な
お
、
西
宮
一
民
［
一
九
九
〇
］
で
は
「
サ
カ
キ
（
榊
）
考
」（
初
出
一
九
八
二
）
と
題
す
る
論
文
で

詳
細
な
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
書
に
は
「
ユ
フ
（
木
綿
）
考
」（
初
出
一
九
八
四
）
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

次
に
「
白
香
付
」
の
問
題
点
は
、
訓
と
そ
の
意
味
で
あ
る
。
諸
注
釈
書
・
刊
本
の
諸
説
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
清
濁
の
問
題
は
あ
る
が
、

主
に
連
体
形
か
連
用
形
か
の
視
点
で
分
け
る
。

・
シ
ラ
カ
（
ガ
）
ツ
（
ヅ
）
ク
…
…
槻
落
葉
、
略
解
、
攷
証
、
古
義
、
檜
嬬
手
、
註
疏
、
口
訳
、
全
釈
、
総
釈
（
吉
沢
義
則
）、
講
義
、
古

典
全
書
、
窪
田
評
釈
、
私
注
、
注
釈
、
旺
文
社
文
庫
本
、
全
注
、
新
古
典
大
系

・
シ
ロ
カ
ツ
ク
…
万
葉
考

・
シ
ラ
カ
（
ガ
）
ツ
ケ
…
旧
訓
、
代
匠
記
精
撰
本
、
童
蒙
抄
、
新
考
、
新
訓
、
新
校
（
旧
版
）、
金
子
評
釈
、
定
本
、
佐
佐
木
評
釈
、
全

註
釈
（
旧
版
・
増
訂
版
）、
古
典
大
系
、
塙
書
房
本
、
古
典
全
集
、
桜
楓
社
本
、
古
典
集
成
、
全
訳
注
、
完
訳
、
新
編
全
集
、

釈
注
、
和
歌
大
系
、
全
歌
講
義
、
新
校
注
、
全
解

『
仙
覚
抄
』
は
「
白
香
ハ
、
シ
ラ
カ
ミ紙

ノ
四
手
也
。
コ
レ
ス
ナ
ハ
チ
、
シ
ラ白

ニ
キ
デ

幣

ナ
ル
ベ
シ
」
と
す
る
。
賀
茂
真
淵
は
『
冠
辞
考
』
に

お
い
て
、「
こ
の
木
綿
は
白
髪

シ
ラ
ガ

に
似
た
る
物
な
れ
ば
、
し
ら
が
づ
く
と
は
冠
ら
せ
い
ひ
た
り
、
付
は
そ
の
物
に
似
付

ニ

ツ
ク

て
ふ
語
の
み
」
と
述
べ
た
（
注
2
）。

ま
た
『
槻
落
葉
』
は
「
白
香
付

シ
ラ
カ
ツ
ク

と
は
、
た
ゞ
白
き
を
い
ふ
言
と
お
も
へ
ど
、
香
付

カ
ツ
ク

の
言
は
、
い
か
な
る
意
と
も
考
得
ず
」
と
し
、『
檜
嬬
手
』

に
は
「
枕
詞
に
あ
ら
ず
。
白
き
苧
の
こ
と
也
。
木
綿
は
必
ず
此
苧
以モ

て
取
り
つ
く
る
も
の
な
れ
ば
い
ふ
也
」
と
す
る
。『
全
註
釈
』
で
は
、「
紙

は
、
外
来
文
化
の
産
物
で
あ
つ
て
、
古
代
の
祭
祀
に
は
使
用
せ
ら
れ
ず
、
幣
に
も
、
は
じ
め
麻
楮
の
類
が
使
用
せ
ら
れ
、
後
に
至
つ
て
紙
が

交
へ
用
ゐ
ら
れ
る
に
至
つ
た
。
紙
を
一
定
の
形
に
切
つ
て
下
げ
る
の
は
、
麻
楮
な
ど
の
形
に
模
し
て
下
げ
る
の
で
あ
つ
て
、
紙
が
、
麻
楮
よ

り
も
安
価
に
な
つ
て
か
ら
の
事
で
あ
る
。
大
祓
の
詞
に
は
、
天
つ
菅
麻
を
八
針
に
取
り
拆
く
こ
と
が
あ
り
、
麻
楮
の
類
を
細
く
裂
い
て
白
髪

の
や
う
に
し
て
神
事
に
使
用
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
白
髪
と
同
語
で
、
神
事
に
使
用
す
る
も
の
を
白
香
と
書
い
た
の
で
あ
ら
う
」（
旧
版
）
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と
す
る
。

『
注
釈
』
は
諸
説
を
挙
げ
た
後
、『
槻
落
葉
』
説
を
支
持
し
、
そ
の
「
香
」
に
つ
い
て
は
「
直
香

タ
ダ
カ

」（
4
・
六
九
七
）、「
麻
左
香

マ

サ

カ

」（
14
・
三
四
〇
三
）

な
ど
の
「
香
」
で
「
も
の
の
エ
ス
プ
リ
」
を
さ
す
も
の
と
し
、「
つ
く
」
に
つ
い
て
は
「
秋
づ
く
」（
8
・
一
五
六
四
）、「
老
づ
く
」（
19
・
四
二
二
〇
）、

「
夕
づ
く
」（
15
・
三
六
五
八
）
の
「
つ
く
」
と
し
、「
さ
う
な
る
こ
と
、
さ
う
い
ふ
観
を
呈
す
る
」
事
な
の
で
、「
真
白
い
」
と
い
う
程
の
意

と
し
た
。「
白
香
」
の
用
例
は
次
の
二
例
で
あ
る
。

白
香
付

木
綿
は
花
物
言
こ
そ
ば
何
時
の
ま
さ
か
も
常
忘
ら
え
ね
（
12
・
二
九
九
六
、
作
者
不
明
）

四
つ
の
船
は
や
帰
り
来
と

白
香
著

朕
が
裳
の
裾
に
斎
ひ
て
待
た
む
（
19
・
四
二
六
五
、
孝
謙
天
皇
）

二
九
九
六
歌
は
シ
ラ
カ
ツ
ク
と
訓
ま
れ
、
新
編
全
集
で
は
「
木
綿
の
枕
詞
で
あ
ろ
う
が
、
語
義
・
か
か
り
方
未
詳
。
あ
る
い
は
シ
ラ
カ
は

木
綿
を
細
か
く
裂
い
て
白
髪
の
よ
う
に
見
え
る
も
の
を
い
う
か
」
と
し
て
い
る
。
当
該
歌
に
つ
い
て
は
、
シ
ラ
カ
ツ
ク
と
訓
ん
だ
方
が
意
味

が
通
り
や
す
い
。

四
二
六
五
歌
に
お
い
て
は
シ
ラ
ク
ツ
ク
で
は
意
味
が
通
り
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
シ
ラ
カ
ツ
ケ
と
訓
ま
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と

に
関
し
て
『
全
注
』
で
は
、

…
前
者
の
例
は
「
木
綿
」
の
修
飾
語
が
「
白
香
付
く
」
で
あ
り
、
後
者
の
例
が
「
白
香
ヲ
著
ケ
ル
」
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
シ
ラ
カ

と
い
う
の
は
「
木
綿
」
を
さ
す
の
だ
と
考
え
て
よ
い
こ
と
を
示
す
。

と
述
べ
た
。
そ
し
て
、『
注
釈
』
の
「
白
い
エ
ス
プ
リ
」
と
す
る
考
え
を
支
持
し
、

「
白
香
」
は
「
木
綿
」
の
本
質
を
言
っ
た
も
の
で
、「
白
い
精
髄
」
で
あ
る
と
私
も
考
え
る
。
そ
れ
だ
か
ら
神
へ
の
幣
帛
と
な
る
の
で
あ

る
。
た
だ
そ
れ
が
何
故
に
取
り
垂
ら
す
も
の
で
あ
る
か
。
思
う
に
神
自
身
の
精
霊
の
揺
曳

よ
う
え
い

せ
る
姿
を
思
念
し
て
そ
れ
を
造
形
し
て
神
へ

の
供
え
物
と
し
、
榊
に
取
り
垂
ら
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、「
白
香
」
は
「
白
い
精
髄
」
の
意
で
、「
木
綿
」
と
同
じ
物
を
言
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い
換
え
た
表
現
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
付
く
」
と
は
、
文
字
通
り
「
白
い
精
髄
が
着
く
」
の
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
「
木
綿
」
の
修
飾

語
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
注
釈
の
如
き
「
～
の
観
を
呈
す
る
」
の
「
づ
く
」
で
は
な
く
、「
付
く
」
の
意
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、「
白
香
付
く
木
綿
は
花
物
」
の
例
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
木
綿
」
の
枕
詞
と
考
え
た
方
が
よ
い
。

と
述
べ
た
。
た
だ
し
、
ツ
ク
に
関
し
て
は
『
注
釈
』
と
は
違
う
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
全
注
』
説
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

澤
瀉
氏
『
注
釈
』
は
、「
木
綿
」
に
関
し
て
、

木
綿
は
「
木
綿
花
」（
二
・
一
九
九
）
の
条
で
も
述
べ
た
や
う
に
楮
の
皮
の
繊
維
を
晒
し
た
も
の
で
、
麻
で
製
し
た
も
の
は
「
ま
そ
ゆ
ふ
」（
二
・

一
五
七
）
で
、
吾
々
の
少
年
の
頃
ま
で
は
実
用
に
供
さ
れ
て
ゐ
た
苧を

で
あ
り
、
色
が
青
く
、
楮
の
方
は
純
白
で
あ
つ
た
の
で
「
白
香
つ
く
」

の
修
飾
が
加
へ
ら
れ
た
も
の
と
思
ふ
。
そ
れ
を
後
世
の
紙
の
し
で
の
や
う
に
榊
の
枝
に
と
り
つ
け
た
の
で
あ
る
。

と
も
あ
る
よ
う
に
、
澤
瀉
氏
の
経
験
に
基
づ
く
記
述
と
な
っ
て
い
る
。

4
、
斎
戸
乎
忌
穿
居

竹
玉
乎
繁
尓
貫
垂

「
斎
戸
」
に
関
し
て
『
注
釈
』
は
、

…
同
じ
作
者
が
「
伊
波
比
倍
須
恵
都

イ

ハ

ヒ

ヘ

ス

ヱ

ツ

」（
十
七
・
三
九
二
七
）
と
も
仮
名
書
し
て
を
り
、
古
事
記
に
「
於
二
針
間
氷
河
之
前
一
居
二
忌
瓮
一
而
」（
孝

霊
記
）
と
も
、「
於
二
丸
邇
坂
一
居
二
忌
瓮
一
而
」（
崇
神
記
）
と
も
あ
る
「
忌
瓮
」
と
同
じ
く
、
祭
祀
に
用
ゐ
る
、
穢
を
忌
み
、
清
浄
に
し
た
、

神
酒
を
い
れ
る
瓮カ

メ

で
あ
る
。
そ
の
瓮
は
底
が
丸
く
な
つ
て
ゐ
る
の
で
、
土
を
穿
つ
て
据
ゑ
る
事
が
あ
つ
た
の
で
「
ほ
り
す
ゑ
」
と
云
つ

た
。

と
述
べ
る
。

な
お
、『
全
註
釈
』
に
「
戸
」
の
文
字
に
関
し
て
、『
延
喜
式
』
に
「
鎮
二
御
魂
斎
戸
一
祭
」
に
「
斎
戸
」
の
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
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と
に
注
意
し
、「
こ
れ
は
、
一
の
神
座
で
あ
つ
て
、
神
霊
の
宿
る
所
で
あ
り
、
宮
中
の
斎
院
に
こ
れ
を
置
く
。
神
霊
の
宿
る
所
の
義
に
依
つ
て
、

戸
の
字
を
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
ら
う
」（
旧
版
）
と
し
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
、『
注
釈
』
は
「
戸
」
を
借
字
と
み
る
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、「
斎
瓮
（
斎
戸
）」
も
し
く
は
「
竹
玉
」
に
つ
い
て
、
以
下
に
用
例
を
確
認
し
て
お
く
。

①
…
夕
占
問
ひ
石
占
も
ち
て

我
が
や
ど
に
み
も
ろ
を
立
て
て

枕
辺
に
斎
瓮
（
斎
戸
）
を
据
ゑ

竹
玉
を
間
な
く
貫
き
垂
れ

木
綿
だ

す
き
か
ひ
な
に
掛
け
て

天
な
る
さ
さ
ら
の
小
野
の

七
ふ
菅
手
に
取
り
持
ち
て

ひ
さ
か
た
の
天
の
河
原
に

出
で
立
ち
て
み
そ
ぎ

て
ま
し
を

高
山
の
巌
の
上
に

い
ま
せ
つ
る
か
も
（
3
・
四
二
〇
、
丹
生
王
）

②
…
母
父
に
妻
に
子
ど
も
に

語
ら
ひ
て
立
ち
に
し
日
よ
り

た
ら
ち
ね
の
母
の
命
は

斎
瓮
（
斎
忌
戸
）
を
前
に
据
ゑ
置
き
て

片
手

に
は
木
綿
取
り
持
ち

片
手
に
は
和
た
へ
奉
り

平
け
く
ま
幸
く
ま
せ
と

天
地
の
神
を
乞
ひ
禱
み
…
（
3
・
四
四
三
、
大
伴
三
中
）

③
秋
萩
を
妻
問
ふ
鹿
こ
そ

独
り
子
に
子
持
て
り
と
い
へ

鹿
子
じ
も
の
我
が
独
り
子
の

草
枕
旅
に
し
行
け
ば

竹
玉
（
竹
珠
）
を
し

じ
に
貫
き
垂
れ

斎
瓮
（
斎
戸
）
に
木
綿
取
り
垂
で
て

斎
ひ
つ
つ
我
が
思
ふ
我
が
子

ま
幸
く
あ
り
こ
そ
（
9
・
一
七
九
〇
、
作
者
未
詳
）

④
菅
の
根
の
ね
も
こ
ろ
ご
ろ
に

我
が
思
へ
る
妹
に
よ
り
て
は

言
の
忌
み
も
な
く
あ
り
こ
そ
と

斎
瓮
（
斎
戸
）
を
斎
ひ
掘
り
据
ゑ

竹
玉
（
竹
珠
）
を
間
な
く
貫
き
垂
れ

天
地
の
神
を
そ
我
が
祈
む

い
た
も
す
べ
な
み
（
13
・
三
二
八
四
、
作
者
不
明
）

今
案
ふ
る
に
、「
妹
に
よ
り
て
は
」
と
言
ふ
べ
か
ら
ず
。
ま
さ
に
「
君
に
よ
り
」
と
謂
ふ
べ
し
。
な
に
そ
と
な
ら
ば
、
す
な
は

ち
反
歌
に
「
君
が
ま
に
ま
に
」
と
云
へ
れ
ば
な
り
。

反
歌

た
ら
ち
ね
の
母
に
も
告
ら
ず
包
め
り
し
心
は
よ
し
ゑ
君
が
ま
に
ま
に
（
13
・
三
二
八
五
、
作
者
不
明
）

⑤

或
本
の
歌
に
曰
く

玉
だ
す
き
か
け
ぬ
時
な
く

我
が
思
へ
る
君
に
よ
り
て
は

倭
文
幣
を
手
に
取
り
持
ち
て

竹
玉
（
竹
珠
）
を
し
じ
に
貫
き
垂
れ

天
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地
の
神
を
そ
我
が
祈
む

い
た
も
す
べ
な
み
（
13
・
三
二
八
六
、
作
者
不
明
）

反
歌

天
地
の
神
を
祈
り
て
我
が
恋
ふ
る
君
い
必
ず
逢
は
ざ
ら
め
や
も
（
13
・
三
二
八
七
、
作
者
不
明
）

⑥

或
本
の
歌
に
曰
く

大
船
の
思
ひ
頼
み
て

さ
な
葛
い
や
遠
長
く

我
が
思
へ
る
君
に
よ
り
て
は

言
の
故
も
な
く
あ
り
こ
そ
と

木
綿
だ
す
き
肩
に
取
り

掛
け

斎
瓮
（
忌
戸
）
を
斎
ひ
掘
り
す
ゑ

天
地
の
神
に
そ
我
が
祈
む

い
た
も
す
べ
な
み
（
13
・
三
二
八
八
、
作
者
不
明
）

右
の
五
首

⑦
草
枕
旅
行
く
君
を
幸
く
あ
れ
と
斎
瓮
（
伊
波
比
倍
）
据
ゑ
つ
我
が
床
の
辺
に
（
17
・
三
九
二
七
、
坂
上
郎
女
）

⑧
…
ま
す
ら
を
の
心
を
持
ち
て

あ
り
巡
り
事
し
終
は
ら
ば

障
ま
は
ず
帰
り
来
ま
せ
と

斎
瓮
（
伊
波
比
倍
）
を
床
辺
に
据
ゑ
て

白

た
へ
の
袖
折
り
返
し

ぬ
ば
た
ま
の
黒
髪
敷
き
て

長
き
日
を
待
ち
か
も
恋
ひ
む

愛
し
き
妻
ら
は
（
20
・
四
三
三
一
、
大
伴
家
持
）

⑨
大
君
の
命
に
さ
れ
ば
父
母
を
斎
瓮
（
以
波
比
弊
）
と
置
き
て
参
ゐ
出
来
に
し
を
（
20
・
四
三
九
三
、
雀
部
広
島
）

①
～
⑧
の
用
例
は
神
へ
の
祈
り
な
ど
何
ら
か
の
祭
祀
と
関
わ
る
場
面
で
あ
る
。
④
～
⑥
ま
で
は
一
連
の
歌
で
あ
り
、
三
二
八
八
歌
左
注
に

「
右
の
五
首
」
と
あ
る
。
④
⑤
に
関
し
て
は
反
歌
も
掲
げ
た
。
①
③
④
の
長
歌
は
「
斎
瓮
」「
竹
玉
」
の
両
方
が
詠
ま
れ
る
歌
で
あ
る
。
特
に

「
祭
神
歌
」
と
④
の
長
歌
と
の
類
似
性
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
（
後
述
）。
こ
れ
ら
の
歌
か
ら
主
に
女
性
の
動
作
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。
④

の
長
歌
は
「
妹
に
よ
り
て
は
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
反
歌
に
「
君
に
よ
り
て
は
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
不
審
と
す
る
左
注
が
付
い
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
一
連
の
動
作
が
主
に
女
性
の
祭
祀
で
あ
る
こ
と
に
も
拠
る
の
で
あ
ろ
う
。
⑨
は
防
人
歌
で
斎
瓮
を
父
母
と
と
も
に
置
い
て
き

た
と
歌
う
の
で
あ
る
。

「
竹
玉
」
に
関
し
て
は
、『
仙
覚
抄
』
に
、「
陰
陽
家
ニ
、
祭
ノ
次
第
ヲ
ト
ヒ
侍
シ
カ
ハ
、
…
…
タ
カ
タ
マ
ト
云
へ
ル
ハ
、
我
朝
ノ
祭
中
ニ
、
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昔
ハ
、
玉
ノ
ヤ
ウ
ニ
キ
サ
ミ
テ
、
神
供
ノ
中
ニ
懸
荘
レ
ル
コ
ト
ア
リ
ト
ナ
ム
申
ス
」
と
述
べ
、『
攷
証
』
に
「
ま
れ
〳
〵
古
墳
よ
り
堀
出
る

玉
に
、
管
玉

ク
ダ
タ
マ

と
い
ひ
て
、
其
色
緑
に
て
、
長
は
五
六
分
ば
か
り
に
て
、
管ク

ダ

の
如
く
な
る
玉
あ
り
て
、〈
今
の
世
に
も
、
好
古
の
人
は
持
る
人

多
か
り
。〉
実
に
細
き
竹
を
ふ
つ
〳
〵
と
切
た
ら
ん
や
う
な
る
あ
り
。
こ
れ
、
古
へ
の
竹
玉
に
て
、
其
形
の
竹
に
似
た
る
に
よ
り
て
、
竹
玉

と
は
い
ひ
け
る
な
る
べ
し
。
そ
を
、
や
が
て
、
実
の
竹
を
切
て
、
玉
に
か
へ
て
、
中
古
よ
り
神
事
に
用
る
を
、
仙
覚
抄
に
は
い
へ
る
な
る
べ

し
」
と
あ
る
。『
注
釈
』
は
こ
の
『
攷
証
』
の
推
定
が
当
た
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
『
全
註
釈
』
に
も
、

正
倉
院
文
書
に
、
天
平
十
年
に
、
正
税
を
以
つ
て
、
白
玉
、
紺
玉
、
縹
玉
、
緑
玉
、
赤
玉
、
赤
勾
玉
、
丸
玉
、
竹
玉
、
勾
縹
玉
を
買
つ

た
こ
と
が
見
え
、
竹
玉
二
枚
の
値
が
、
稲
三
把
四
分
で
あ
つ
た
と
伝
へ
て
ゐ
る
。
こ
の
竹
玉
は
、
竹
の
や
う
な
形
の
玉
と
考
へ
ら
れ
る
。

も
と
神
事
に
、
竹
を
切
つ
て
玉
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
、
後
そ
の
形
の
玉
を
も
い
ふ
や
う
に
な
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
竹
は
、
神

秘
な
植
物
と
し
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
、
こ
れ
を
切
つ
て
管
玉
と
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。（
旧
版
）

と
あ
る
。

5
、
十
六
自
物
膝
折
伏

手
弱
女
之
押
日
取
懸

「
十
六
自
物
膝
折
伏
」
は
『
注
釈
』
に
「
猪
や
鹿
の
や
う
に
膝
を
折
り
伏
せ
て
神
前
に
か
し
こ
ま
り
跪
坐
す
る
事
」
と
あ
る
。「
十
六
自
物
」

は
戯
書
に
な
る
が
、
シ
シ
ジ
モ
ノ
に
関
し
て
は
当
該
歌
以
外
の
用
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
…
鹿
じ
も
の
（
鹿
自
物
）
い
這
ひ
伏
し
つ
つ

ぬ
ば
た
ま
の
夕
に
至
れ
ば

大
殿
を
振
り
放
け
見
つ
つ

鶉
な
す
い
這
ひ
も
と
ほ
り

侍
へ
ど
侍
ひ
得
ね
ば
…
（
2
・
一
九
九
、
柿
本
人
麻
呂
）

②
…
若
薦
を
猟
路
の
小
野
に

鹿
こ
そ
ば
い
這
ひ
拝
め

鶉
こ
そ
い
這
ひ
も
と
ほ
れ

鹿
じ
も
の
（
四
時
自
物
)
い
這
ひ
拝
み

鶉
な
す

い
這
ひ
も
と
ほ
り

恐
み
と
仕
へ
奉
り
て
…
（
3
・
二
三
九
、
柿
本
人
麻
呂
）
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③
石
上
布
留
の
尊
は

た
わ
や
め
の
惑
ひ
に
因
り
て

馬
じ
も
の
縄
取
り
付
け

鹿
じ
も
の
（
肉
自
物
)
弓
矢
囲
み
て

大
君
の
命
恐
み

天
ざ
か
る
夷
辺
に
罷
る
…
（
6
・
一
〇
一
九
、
作
者
未
詳
）

①
は
柿
本
人
麻
呂
作
の
高
市
皇
子
挽
歌
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、か
つ
て
高
市
皇
子
に
仕
え
た
人
々
の
嘆
き
を
表
現
し
た
歌
と
な
っ
て
い
る
。

真
っ
白
な
麻
衣
を
着
て
、
埴
安
の
御
門
の
原
（
高
市
皇
子
宮
殿
前
の
広
場
）
で
、
一
日
中
鹿
で
も
な
い
の
に
這
い
つ
く
ば
っ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
甲
斐
も
な
い
の
で
あ
る
。
祭
祀
の
場
面
で
は
な
い
が
、
亡
き
皇
子
に
仕
え
よ
う
と
す
る
気
持
ち
で
あ
る
。
②
は
、
長
皇
子
が
猟
路

の
池
で
狩
を
さ
れ
た
時
の
柿
本
人
麻
呂
の
作
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
匍
匐
し
て
皇
子
に
仕
え
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

③
は
、
石
上
乙
麻
呂
が
土
佐
国
に
配
流
さ
れ
た
と
き
の
歌
で
、
弓
矢
に
囲
ま
れ
て
護
送
さ
れ
る
時
の
表
現
で
あ
る
。

「
膝
折
伏
」
の
表
現
は
他
に
な
く
、
当
該
歌
独
自
の
も
の
で
あ
る
。「
膝
折
伏
」
に
つ
い
て
は
旧
訓
ヒ
ザ
ヲ
リ
フ
セ
テ
、『
万
葉
考
』
な
ど

ヒ
ザ
ヲ
リ
フ
セ
と
し
て
い
る
。
塙
書
房
本
あ
た
り
か
ら
ヒ
ザ
ヲ
リ
フ
シ
テ
と
す
る
訓
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。『
注
釈
』
は
ヒ
ザ
ヲ
リ
フ
セ

で
あ
る
。
ヲ
リ
フ
シ
は
自
動
詞
、
ヲ
リ
フ
セ
は
他
動
詞
と
な
る
。

④
…
玉
桙
の
道
の
隈
廻
に

草
手
折
り
柴
取
り
敷
き
て

床
じ
も
の
う
ち
臥
い
伏
し
て
（
宇
知
許
伊
布
志
提
)
思
ひ
つ
つ
嘆
き
伏
せ
ら
く

（
奈
宜
伎
布
勢
良
久
)
国
に
あ
ら
ば
父
取
り
見
ま
し
…
（
5
・
八
八
六
、
山
上
憶
良
）

⑤
…
世
の
中
の
常
し
な
け
れ
ば

う
ち
な
び
き
床
に
臥
い
伏
し
（
登
許
尓
己
伊
布
之
）

痛
け
く
の
日
に
異
に
増
せ
ば

悲
し
け
く
こ
こ

に
思
ひ
出
…
（
17
・
三
九
六
九
、
大
伴
家
持
）

な
ど
は
四
段
活
用
で
、
前
掲
①
傍
線
部
「
い
這
ひ
伏
し
つ
つ
」
も
四
段
活
用
で
あ
る
が
、

⑥
神
風
の
伊
勢
の
浜
荻
折
り
伏
せ
て
（
折
伏
)
旅
寝
や
す
ら
む
荒
き
浜
辺
に
（
4
・
五
〇
〇
、
碁
檀
越
）

な
ど
は
下
二
段
活
用
で
あ
る
。
⑥
の
場
合
は
、「
浜
荻
」
が
対
象
で
あ
る
の
で
、「
膝
」
と
は
同
一
で
は
な
い
が
、
膝
を
折
り
伏
せ
る
と
捉
え

る
こ
と
は
可
能
な
表
現
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
の
際
、
ヒ
ザ
ヲ
リ
フ
セ
か
ヒ
ザ
ヲ
リ
フ
セ
テ
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
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ヒ
ザ
ヲ
リ
フ
セ
と
訓
む
と
字
足
ら
ず
に
は
な
る
が
、「
木
綿
取
付
而

ユ

フ
ト
リ
ツ
ケ
テ

」
の
よ
う
に
「
而
」
の
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で

強
い
て
テ
を
訓
み
添
え
な
く
て
も
よ
か
ろ
う
。

斎
ひ
掘
り
据
ゑ
…
し
じ
に
貫
き
垂
れ
…
膝
折
り
伏
せ
…
お
す
ひ
取
り
か
け

と
連
用
形
で
繋
い
で
い
く
表
現
と
み
て
は
い
か
が
か
と
思
う
。

「
手
弱
女
」（
た
わ
や
め
）
の
用
例
は
「
祭
神
歌
」
以
外
で
は
九
例
見
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
い
く
つ
か
挙
げ
る
と
、

⑦
ま
す
ら
を
も
か
く
恋
ひ
け
る
を
た
わ
や
め
（
幼
婦
)
の
恋
ふ
る
心
に
た
ぐ
ひ
あ
ら
め
や
も
（
4
・
五
八
二
、
坂
上
大
嬢
）

⑧
…
嘆
け
ど
も
験
を
な
み

思
へ
ど
も
た
づ
き
を
知
ら
に

た
わ
や
め
（
幼
婦
)
と
言
は
く
も
著
く

手
童
の
音
の
み
泣
き
つ
つ
…
（
4
・

六
一
九
、
坂
上
郎
女
）

⑨
…
み
づ
枝
さ
す
秋
の
も
み
ち
葉

巻
き
持
て
る
小
鈴
も
ゆ
ら
に

た
わ
や
め
（
手
弱
女
)
に
我
は
あ
れ
ど
も

引
き
攀
ぢ
て
み
ね
も
と

を
を
に

ふ
さ
手
折
り
我
は
持
ち
て
行
く
…
（
13
・
三
二
二
三
、
作
者
不
明
）

右
の
諸
例
の
中
で
は
、
坂
上
郎
女
が
⑧
「
怨
恨
歌
」
と
言
わ
れ
る
歌
の
中
で
タ
ワ
ヤ
メ
の
語
を
使
用
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
⑦
も

娘
の
坂
上
大
嬢
の
歌
で
あ
る
（
坂
上
郎
女
の
代
作
説
も
あ
る
）。
⑨
は
場
面
は
同
じ
で
は
な
い
が
、
神
事
を
思
わ
せ
る
歌
で
あ
る
（
全
歌
講
義
な

ど
）。
坂
上
郎
女
は
⑨
の
よ
う
な
長
歌
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
「
お
す
ひ
」
の
語
は
集
中
に
は
他
に
例
が
な
く
（
注
3
）、

記
紀
歌
謡
に
は
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

…
太
刀
が
緒
も
い
ま
だ
解
か
ず
て

お
す
ひ
を
も
い
ま
だ
解
か
ね
ば
…
（
記
2
）

…
な
が
け
せ
る

お
す
ひ
の
襴
に

月
た
ち
に
け
り
（
記
27
）

…
わ
が
け
せ
る

お
す
ひ
の
襴
に

月
た
た
な
む
よ
（
記
28
）

高
行
く
や

速
総
別
の

御
襲
料
（
記
67
）
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ひ
さ
か
た
の

天
金
機

雌
鳥
が

織
る
金
機

隼
別
の

御
襲
料
（
紀
59
）

『
注
釈
』
で
は
、『
攷
証
』
等
に
引
く
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
の
「
帛
御
意
須
比
八
端
〔
長
各
二
丈
五
尺
弘
二
幅
〕」
や
『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』

の
「
著
二
明
衣
一、
木
綿
手
次
前
垂
懸
〔
弖
〕、
天
押
比
蒙
〔
弖
〕」
と
す
る
用
例
を
挙
げ
て
、「
後
世
の
打
掛
の
や
う
に
、
着
物
の
上
に
被
り

着
た
も
の
と
思
は
れ
る
」
と
す
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
四
句
は
坂
上
郎
女
の
独
自
の
表
現
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

6
、
如
此
谷
裳
吾
者
祈
奈
牟

君
尓
不
相
可
聞

「
祈
」
の
字
西
本
願
寺
本
や
寛
永
本
に
「
折
」
と
あ
る
が
、
広
瀬
本
、
紀
州
本
、
細
井
本
二
に
「
祈
」
と
あ
る
の
に
従
う
べ
き
で
あ
る
。

コ
ヒ
ナ
ム
に
つ
い
て
、
テ
ム
と
あ
っ
た
方
が
お
ち
つ
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
『
注
釈
』
は
、

如
是
谷
裳

カ

ク
ダ
ニ
モ

吾
者
恋
南

ワ
レ
ハ
コ
ヒ
ナ
ム

玉
梓
の
君
が
使
を
待
ち
や
か
ね
て
む
（
11
・
二
五
四
八
）

如
是
谷
裳

カ

ク
ダ
ニ
モ

妹
乎
待
南

イ
モ
ヲ
マ
チ
ナ
ム

さ
夜
更
け
て
出
で
来
し
月
の
傾
く
迄
に
（
11
・
二
八
二
〇
）

の
二
首
を
挙
げ
、「
作
者
は
既
に
右
の
や
う
な
作
例
を
知
つ
て
ゐ
て
、
こ
の
二
句
が
口
を
衝
い
て
出
た
の
で
あ
ら
う
と
私
は
考
へ
る
」
と
述

べ
る
。
続
い
て
、

講
義
に
は
助
動
詞
の
「
な
む
」
と
し
て
認
め
る
事
は
「
将
来
を
か
け
て
推
理
す
る
意
と
な
り
て
不
合
理
と
な
る
。」
と
云
は
れ
て
ゐ
る

の
は
、
今
祭
壇
を
設
け
、
神
前
に
平
伏
し
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
「
か
く
祈
祷
す
る
」
と
は
つ
き
り
云
ひ
切
る
べ
き
だ
と
い
ふ
意
見
だ
と
思

は
れ
る
が
、「
か
く
だ
に
も
吾
は
恋
ひ
な
む
」
と
い
ひ
、「
か
く
だ
に
も
妹
を
待
ち
な
む
」
と
い
ふ
や
う
に
、
今
神
を
祭
つ
て
ゐ
る
と
い

ふ
事
は
現
前
の
事
実
で
あ
る
に
し
て
も
、
祈
ら
れ
る

○

○

○

○

事
は
、
今
ば
か
り
の
事
で
な
く
し
て
、
将
来
を
か、

け、

て、

の
事
で
あ
る
か
ら
「
吾
は

祈
ひ
な
む
」
と
い
ふ
事
は
―
こ
の
や
う
に
し
て
で
も
私
は
祈
ら
れ
る
事
で
あ
り
ま
せ
う
、
と
い
ふ
事
は
不
都
合
で
は
な
い
と
私
は
考
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へ
る
。「
な
む
」
は
助
動
詞
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
考
え
に
『
全
注
』
も
賛
同
し
て
い
る
。

結
句
に
つ
い
て
は
、
キ
ミ
ニ
ア
ハ
ジ
カ
モ
と
訓
ま
れ
る
も
の
が
多
い
が
、
キ
ミ
ニ
ア
ハ
ヌ
カ
モ
と
訓
む
も
の
に
、
紀
州
本
の
他
、『
槻
落
葉
』

『
古
義
』『
註
疏
』『
金
子
評
釈
』『
定
本
』『
全
註
釈
』『
私
注
』『
全
訳
注
』
な
ど
が
あ
る
。

『
槻
落
葉
』
に
ア
ハ
ヌ
カ
モ
と
し
「
此
や
う
に
わ
れ
は
祈
祷

コ
ヒ
ノ
メ

ど
も
、
そ
の
か
ひ
も
な
く
、
君
に
あ
は
ぬ
と
い
ふ
意
な
り
」
と
述
べ
、『
古
義
』

は
さ
ら
に
「
い
か
で
君
に
逢ア

ヒ

ね
か
し
、
と
希
望

ネ
ガ
フ

意
な
り
」
と
し
た
。『
注
釈
』
は
、

…
古
義
の
如
き
解
釈
は
「
有
巨
勢
濃
香
毛

ア
リ
コ

セ

ヌ

カ

モ

」（
二
・
一
一
九
）、「
吾
命
毛

ワ
ガ
イ
ノ
チ
モ

常
二
有
奴
可

ツ
ネ
ニ
ア
ラ
ヌ

カ

」（
三
三
二
）
の
「
ぬ
か
」
と
同
じ
も
の
と
見
た
の
で

あ
る
け
れ
ど
も
、
さ
う
い
ふ
意
味
の
「
ぬ
か
」
の
表
記
と
し
て
は
右
に
あ
げ
た
如
く
「
濃
香

ヌ

カ

」「
奴
可

ヌ

カ

」
な
ど
の
仮
名
書
例
の
他
は
、

「
来
及
毳
常

キ
シ
カ
ヌ
カ
モ
ト

」（
四
・
四
九
九
）、「
人
相
鴨

ヒ
ト
モ
ア
ハ
ヌ
カ
モ

」（
七
・
一
二
八
七
）、「
又
鳴
鴨

マ
タ
モ
ナ
カ
ヌ
カ
モ

」（
十
・
一
九
五
三
）、「
妹
相
可
聞

イ
モ
モ
ア
ハ
ヌ
カ
モ

」（
十
一
・
二
三
六
六
）
な
ど
の
例
の
如
く
「
ぬ
」

は
訓
添
に
な
つ
て
ゐ
て
「
不
」
の
字
を
あ
て
た
と
こ
ろ
は
な
い
。「
ぬ
」
は
本
来
打
消
の
意
で
あ
る
か
ら
「
不
」
の
文
字
を
用
ゐ
て
よ

い
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
用
ゐ
な
い
の
は
今
の
人
も
「
雨
も
ふ
ら
ぬ
か
」
と
か
「
早
く
来
な
い
か
」
と
か
い
ふ
場
合
、
そ
の
「
ぬ
」

「
な
い
」
が
本
来
打
消
と
は
考
へ
な
い
や
う
に
、
昔
の
人
も
「
ぬ
か
」
の
語
に
端
的
に
願
望
の
意
を
感
じ
と
つ
た
の
で
、「
不
」
の
文
字

を
用
ゐ
な
か
つ
た
の
だ
と
考
へ
る
。

と
述
べ
る
。
従
っ
て
、
キ
ミ
ニ
ア
ハ
ヌ
カ
モ
と
訓
む
な
ら
逢
わ
な
い
こ
と
だ
な
あ
、
と
い
う
理
解
に
な
る
。
こ
の
場
合
、『
全
注
』
が
、

そ
こ
で
内
容
的
に
み
る
と
、「
こ
ん
な
に
ま
で
し
て
私
は
お
祈
り
を
し
て
い
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
て
、
ア
ハ
ヌ
カ
モ
（
だ
の
に
あ
の
方
に

逢
わ
な
い
こ
と
だ
な
あ
）
で
は
何
を
し
て
い
る
の
か
無
意
味
に
な
る
し
、
ま
た
そ
ん
な
こ
と
を
詠
嘆
す
る
こ
と
は
内
容
的
に
成
立
し
な
い
。

ま
し
て
、
同
じ
こ
と
を
反
歌
で
繰
り
返
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
解
を
施
す
こ
と
自
体
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
か
く
し

て
、
ア
ハ
ジ
カ
モ
（
逢
わ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
ど
う
も
逢
わ
な
い
で
し
ま
い
そ
う
だ
）
と
、
不
安
と
期
待
の
交
錯
し
た
表
現
と
し
て
理
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解
し
て
初
め
て
意
味
が
通
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

と
述
べ
る
こ
と
が
当
を
得
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。『
注
釈
』
も
キ
ミ
ニ
ア
ハ
ジ
カ
モ
と
す
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
「
あ
は
な
い
で
あ
ら
う
か
」
と
い
ふ
今
の
人
の
言
葉
に
し
て
も
気
の
強
い
人
が
云
へ
ば
「
あ
は
ず
に
お
か
う
か
」
と
い
ふ
意
味
も

こ
も
る
し
、
気
の
弱
い
人
な
ら
ば
、「
あ
は
な
い
で
し
ま
ひ
さ
う
だ
」
と
も
聞
え
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
い
ふ
人
、
い
ふ
場
合
に
よ
つ

て
い
ろ
い
ろ
に
う
け
と
ら
れ
る
の
で
あ
り
、そ
れ
を
い
づ
れ
と
き
め
て
し
ま
ふ
事
は
解
釈
の
限
度
を
超
え
る
も
の
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。

と
慎
重
な
解
釈
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
君
」
が
誰
を
指
す
か
と
言
う
こ
と
と
も
関
わ
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。『
注
釈
』
は
「
君
」
に

つ
い
て
、

「
君
」
は
ど
う
い
ふ
人
を
さ
し
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。

と
し
て
、
そ
れ
以
上
の
深
入
り
は
避
け
て
い
る
。
一
方
、『
全
注
』
は
、

こ
の
「
君
」
は
恐
ら
く
、
亡
夫
宿
奈
麻
呂
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。

と
し
て
い
る
。
な
お
、「
君
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

長
歌
訓
釈
の
最
後
に
『
注
釈
』
は
【
考
】
と
し
て
、

万
葉
女
流
作
家
に
は
相
聞
の
歌
だ
け
し
か
残
つ
て
ゐ
な
い
人
達
が
多
い
が
、こ
の
作
者
に
は
い
ろ
い
ろ
な
題
材
を
扱
つ
た
作
が
あ
つ
て
、

そ
の
点
で
も
注
意
せ
ら
れ
る
が
、
こ
の
「
祭
神
歌
」
は
巻
十
三
（
三
二
八
四
、
三
二
八
六
、
三
二
八
八
）
に
い
く
つ
も
あ
る
神
に
恋
の
成
就
を
祈
つ
た

歌
に
学
ん
だ
も
の
と
思
は
れ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
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三

反
歌
に
つ
い
て

木
綿
畳
手
に
取
り
持
ち
て
か
く
だ
に
も
我
は
祈
ひ
な
む
君
に
逢
は
じ
か
も

「
木
綿
畳
」
に
つ
い
て
は
、『
注
釈
』
は
「
木
綿
を
折
り
畳
ん
だ
も
の
か
と
思
は
れ
る
が
ど
う
い
ふ
風
に
し
た
か
た
し
か
な
形
は
わ
か
ら
な

い
」
と
す
る
。
参
考
に
な
る
の
は
、

木
綿
裹つ

つ
み〈
一
に
云
ふ
、「
畳
」〉
白
月
山
の
さ
な
葛
後
も
必
ず
逢
は
む
と
そ
思
ふ
〈
或
本
の
歌
に
曰
く
、「
絶
え
む
と
妹
を
我
が
思
は
な

く
に
」〉（
12
・
三
〇
七
三
）

と
あ
る
例
で
、
木
綿
を
畳
む
よ
う
に
し
て
手
に
取
り
持
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

前
掲
四
四
三
歌
に
「
片
手
に
は
木
綿
取
り
持
ち

片
手
に
は
和
た
へ
奉
り
」、
ま
た
坂
上
郎
女
自
身
の
作
（
6
・
一
〇
一
七
）
に
「
木
綿
畳

手
向
の
山
を
今
日
越
え
て
い
づ
れ
の
野
辺
に
廬
り
せ
む
我
」
が
あ
り
、「
手
に
捧
げ
持
っ
て
神
に
手
向
け
る
動
作
を
い
う
」（
全
注
）
と
考
え

ら
れ
る
。

反
歌
の
繰
り
返
し
に
つ
い
て
は
『
釈
注
』
に
、「
長
歌
の
末
尾
を
繰
り
返
し
て
願
い
を
強
調
し
た
も
の
で
、
願
い
ご
と
に
は
繰
り
返
し
が

大
切
だ
と
い
う
伝
統
が
守
ら
れ
て
い
る
。
長
歌
の
神
を
祭
る
行
為
の
並
べ
立
て
も
こ
の
面
か
ら
見
る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
る
と
お
り

で
あ
ろ
う
。

『
注
釈
』
は
【
考
】
と
し
て
「
右
の
長
歌
を
簡
単
に
し
て
く
り
か
へ
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
長
短
歌
は
特
に
右
に
あ
げ
た
巻

十
三
の
長
短
歌
（
三
二
八
六
、
三
二
八
七
）
に
学
ん
だ
も
の
と
思
は
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
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四

左
注
及
び
作
歌
事
情
に
つ
い
て

左
注
に
つ
い
て
、
新
編
全
集
の
訓
み
下
し
文
を
掲
げ
る
。

右
の
歌
は
、
天
平
五
年
の
冬
十
一
月
を
以
て
、
大
伴
の
氏
の
神
を
供
祭

ま

つ

る
時
に
、
聊い

さ
さか

に
こ
の
歌
を
作
る
。
故

こ
の
ゆ
ゑに

神
を
祭
る
歌
と
い
ふ
。

冬
十
一
月
の
神
を
祭
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
注
釈
』
は
『
講
義
』（
山
田
）
に
注
意
し
て
い
る
よ
う
に
と
し
な
が
ら
、『
類
聚
三
代
格
』『
神

宮
雑
例
集
』
等
の
用
例
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
上
で
次
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
。

大
伴
氏
の
氏
神
は
古
事
記
天
孫
降
臨
の
条
に
邇
邇
芸

に

に
ぎ
の

命
の
先
頭
に
奉
仕
し
た
天
忍
日

あ
ま
の
お
し
ひ
の

命
に
注
し
て
「
此
者
大
伴
連
等
之
祖
」
と
あ
つ
て

天
忍
日
命
を
は
じ
め
祖
先
の
神
々
を
祭
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
神
名
帳
山
城
国
葛
野
郡
の
伴
氏
神
社
も
淳
和
天
皇
の
御
名
大
伴
を
避
け
て

伴
氏
と
改
め
ら
れ
た
も
の
で
、
大
伴
氏
の
氏
神
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
こ
に
「
天
忍
日
命
を
は
じ
め
祖
先
の
神
々
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
注
釈
』
は
氏
神
の
祭
り
と
し
て
は
、
天
忍
日
命
を
は
じ
め
と
す
る

祖
先
の
神
々
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
大
伴
氏
の
祭
り
に
つ
い
て
は
、『
講
義
』
の
他
、
櫻
井
満
氏
［
一
九
七
八
］
ら
が
詳

し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
全
注
』
は
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
「
君
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

坂
上
郎
女
が
旅
人
亡
き
あ
と
、
大
伴
一
族
の
家
刀
自

い
え
と

じ

的
存
在
と
な
り
、
特
に
氏
の
神
の
祭
祀
に
お
い
て
は
「
斎
女
」
と
し
て
そ
の
祭
主

に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
厳
粛
な
祭
儀
の
さ
ま
を
歌
に
叙
述
し
て
い
っ
た
の
は
よ
い
が
、
最
後
に
相
聞
歌
的
表
現
が
な
さ

れ
て
い
る
点
は
一
応
の
不
審
を
も
つ
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
祭
祀
を
歌
い
な
が
ら
相
聞
の
た
め
の
祭
祀
歌
の
如
き

表
現
の
歌
（
13
・
三
二
八
四
～
三
二
八
八
）
が
あ
っ
て
、
坂
上
郎
女
は
こ
れ
ら
の
歌
を
範
と
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
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あ
る
か
ら
、「
神
を
祭
る
歌
」
と
は
言
い
な
が
ら
、
自
然
に
相
聞
歌
的
表
現
を
す
る
よ
う
に
影
響
を
受
け
た
の
だ
と
い
う
考
え
も
あ
ろ

う
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
く
て
、
神
の
妻
と
し
て
神
を
招お

き
寄
せ
る
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
相
聞
歌
的
表
現
を
取
っ
て
い
る
の
だ
と
説

明
で
き
る
（
こ
の
点
、
古
典
集
成
の
説
明
が
納
得
で
き
る
）。
も
ち
ろ
ん
個
々
の
表
現
は
、
前
掲
の
如
き
巻
十
三
の
歌
々
か
ら
影
響
を
受
け

て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
特
に
こ
の
相
聞
歌
的
表
現
の
背
景
に
は
、
す
で
に
「
氏
の
神
」
の
一
柱
と
な
っ
た
亡
夫
宿
奈
麻
呂
を
招
き
寄
せ

る
意
識
が
強
く
働
い
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
、「
氏
の
神
」
の
祭
り
と
は
言
い
な
が
ら
、
最
も
身
近
な
亡
夫

（
旅
人
で
は
な
い
）
に
逢
う
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
左
注
か
ら
受
け
る
大
々
的
な
氏
神
祭
祀
の
印
象
と
は
異
な
っ
て
、

事
実
は
坂
上
郎
女
の
私
的
な
祭
祀
の
歌
な
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
亡
夫
宿
奈
麻
呂
説
を
強
く
主
張
し
た
。

ま
た
伊
藤
博
氏
『
釈
注
』
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

こ
の
「
君
」
は
難
解
。
直
接
に
は
祖
神
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。
氏
神
の
祭
祀
を
統
轄
す
べ
き
家
刀
自
と
し
て
、
祖
神
を
招
き
寄
せ
て
一

族
の
栄
え
を
祈
っ
た
の
が
こ
の
歌
群
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
女
性
か
ら
い
う
「
君
」
と
い
う
語
が
一
方
で
放
つ
親
愛
感
を
重
く
見

れ
ば
、
こ
こ
に
は
、
祖
神
以
来
の
大
伴
氏
系
譜
に
つ
な
が
る
亡
夫
宿
奈
麻
呂
が
色
濃
く
意
識
さ
れ
て
も
い
よ
う
。
祖
神
の
映
像
の
中
に

亡
夫
宿
奈
麻
呂
を
強
く
封
じ
こ
め
た
の
が
、「
君
に
逢
は
じ
か
も
」
で
あ
ろ
う
。

一
族
が
集
ま
っ
て
祖
神
を
祭
る
に
あ
た
っ
て
は
、
祖
神
以
来
の
大
伴
神
統
譜
の
中
に
夫
や
父
な
ど
を
送
り
こ
ん
で
し
ま
っ
た
人
が
た

く
さ
ん
い
た
は
ず
で
あ
る
。
坂
上
郎
女
に
と
っ
て
亡
夫
宿
奈
麻
呂
を
意
識
し
た「
君
」も
、歌
を
聞
き
取
っ
た
そ
れ
ら
の
人
び
と
に
と
っ

て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
「
君
」
と
な
っ
て
乗の

り
映う

つ

っ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
い
わ
ば
代
表
的
願
望
の
も
と
に
一
首
が
結
ば
れ
て
い

る
と
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歌
は
、
家
刀
自
の
神
を
祭
る
歌
と
し
て
の
面
目
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

阿
蘇
瑞
枝
氏
『
万
葉
集
全
歌
講
義
』
は
「
氏
の
神
の
祭
り
は
、
氏
上
が
行
う
決
ま
り
で
あ
る
」
こ
と
を
用
例
を
示
し
て
主
張
さ
れ
、
大
伴
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氏
の
場
合
、
坂
上
郎
女
が
最
高
位
で
は
な
い
と
し
、「
氏
神
を
祭
る
機
会
を
好
機
と
し
て
思
う
人
に
逢
い
た
い
と
神
に
祈
る
歌
を
詠
ん
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
、「
君
」
に
つ
い
て
は
漠
然
と
不
特
定
の
人
を
表
現
し
た
と
し
て
い
る
。
そ
の

方
が
一
座
の
人
々
に
も
素
直
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。

「
君
」
に
つ
い
て
は
諸
説
（
注
4
）あ

る
。
私
は
『
全
注
』
説
に
賛
成
す
る
が
、
結
果
と
し
て
そ
れ
が
『
釈
注
』
の
言
う
よ
う
に
、
聞
き
取
っ
た
人

び
と
に
と
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
「
君
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
「
祭
神
歌
」
の
場
に
宴
席
を
想
定
す
る
こ
と
や
、
母
大
刀
自
と
の
関
わ
り
で
捉
え
る
考
え
方
も
あ
る
（
注
5
）。

小
松
靖
彦
氏
［
二
〇
二
一
］
の

よ
う
に
社
会
状
況
の
中
で
読
み
取
る
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
（
注
6
）。

お
わ
り
に

「
祭
神
歌
」
と
と
も
に
「
怨
恨
歌
」（
4
・
六
一
九
・
六
二
〇
）
も
坂
上
郎
女
の
歌
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
長
歌
の

中
に
も
、「
ね
も
こ
ろ
に
君
が
聞
こ
し
て
」
と
あ
り
、
そ
の
「
君
」
が
誰
を
指
す
か
に
つ
い
て
も
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら

く
「
怨
恨
歌
」
の
「
君
」
に
つ
い
て
も
坂
上
郎
女
に
は
対
象
が
あ
る
の
だ
と
思
う
。「
祭
神
歌
」
も
「
怨
恨
歌
」
と
同
様
に
「
君
」
を
あ
え

て
あ
か
ら
さ
ま
に
は
歌
わ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、「
祭
神
歌
」
の
訓
釈
に
つ
い
て
、『
注
釈
』
を
中
心
に
『
全
注
』
の
記
述
も
参
考
に
し
な
が
ら
述
べ
て
き
た
。
改
め
て
一
字
一
句
を

お
ろ
そ
か
に
し
な
い
訓
詁
注
釈
の
重
要
性
を
教
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。
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＊
万
葉
集
・
日
本
書
紀
の
引
用
は
原
則
と
し
て
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、古
事
記
の
引
用
は
新
潮
日
本
古
典
集
成
に
よ
る
。
一
部
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

な
お
、
文
献
の
引
用
に
関
し
て
、
旧
字
体
は
原
則
と
し
て
新
字
体
を
用
い
た
。

注
（
1
）
本
学
元
教
授
毛
利
正
守
氏
の
『
新
校
注
万
葉
集
』（
井
手
至
氏
と
共
著
、
和
泉
書
院
、
平
成
二
十
年
）
は
、
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
を
付
訓
に
際
し
て
書

き
分
け
て
お
り
、
万
葉
集
テ
キ
ス
ト
の
あ
り
方
と
し
て
画
期
的
な
試
み
で
あ
る
。

（
2
）
真
淵
は
『
万
葉
考
』
で
は
「
白
香
付
は
借
字
に
て
後
𦚁
著

シ
ロ
カ
ツ
ク

也
、
…
志
呂
は
宇
志
呂
の
略
、
加
は
久
々
里
の
約
支
な
る
を
加
に
通
し
い
ふ
事
、
加
利
衣

は
𦚁
衣

ク
ヽ
リ
キ
ヌ

な
る
を
お
も
へ
…
」
と
言
う
が
、
無
理
で
あ
ろ
う
。

（
3
）「
お
す
ひ
」
の
用
例
に
「
葛
飾
の
真
間
の
手
児
名
が
あ
り
し
か
ば
真
間
の
お
す
ひ
に
波
も
と
ど
ろ
に
」（
14
・
三
三
八
五
、
作
者
不
明
）
が
あ
る
。「
肩

に
掛
け
る
広
幅
の
布
を
意
味
す
る
そ
れ
の
比
喩
的
用
法
か
」（
新
編
全
集
）
と
も
あ
る
が
、「
磯
辺

イ
ソ
ヘ

の
東
国
語
形
。
オ
シ
ヘ
と
も
」（『
時
代
別
国
語
大
辞

典
上
代
編
』）
と
み
た
い
。

（
4
）
大
伴
旅
人
と
す
る
論
に
近
藤
信
義
［
一
九
七
五
］
な
ど
。
父
安
麻
呂
や
兄
旅
人
も
考
え
る
べ
き
と
す
る
論
に
井
ノ
口
史
［
二
〇
一
四
］、
冒
頭
「
神
之
命
」

と
す
る
論
に
東
茂
美
［
一
九
九
四
］、
小
松
靖
彦
［
二
〇
一
二
一
］
な
ど
。
特
定
し
な
い
考
え
は
小
野
寺
静
子
［
一
九
九
〇
］
な
ど
。

（
5
）
宴
席
を
考
え
る
論
に
久
米
常
民
［
一
九
七
〇
］、
清
水
明
美
［
一
九
九
二
］、
遠
藤
宏
［
一
九
九
八
］、
野
口
恵
子
［
二
〇
一
八
］
な
ど
。
母
大
刀
自
石
川
内
命
婦
と

の
関
係
で
捉
え
る
論
に
佐
藤
美
知
子
［
一
九
九
八
］
な
ど
。

（
6
）
小
松
靖
彦
［
二
〇
二
一
］
で
は
、
坂
上
郎
女
の
天
平
時
代
前
半
の
作
品
を
、
旱
害
・
凶
作
、
疫
病
の
流
行
が
重
な
っ
た
社
会
状
況
の
中
で
捉
え
よ
う
と

し
て
い
る
。
天
平
五
年
も
飢
饉
、
疫
病
、
不
作
を
背
景
に
「
君
」
に
つ
い
て
は
冒
頭
の
「
神
の
命
」
を
指
す
と
し
、「〝
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
祈
り
を
尽
く

し
て
い
る
の
に
、
あ
な
た
様
に
逢
え
ず
に
終
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
〟
と
い
う
期
待
と
不
安
の
交
錯
す
る
長
歌
末
尾
の
詠
嘆
（
反
歌
で
繰
り
返
さ
れ
る
）
は
、

豊
作
を
与
え
て
く
れ
ぬ
祖
先
神
へ
の
嘆
き
と
そ
れ
で
も
加
護
を
求
め
る
心
を
、
恋
歌
の
こ
と
ば
で
表
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
…
こ
の
歌
に
は
、
危
機

大
伴
坂
上
郎
女
「
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的
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
大
伴
氏
を
率
い
、
祖
先
神
の
加
護
を
求
め
、
一
族
の
平
安
を
祈
る
意
識
の
強
さ
が
認
め
ら
れ
る
」
と
い
う
見
方
を
示
さ
れ
た
。
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学
』（
中
央
公
論
社
）

西
宮
一
民

［
一
九
九
〇
］『
上
代
祭
祀
と
言
語
』（
お
う
ふ
う
）

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
記
念
『
皇
学
論
纂
』

― 506 ―



野
口
恵
子

［
二
〇
一
八
］「
大
伴
坂
上
郎
女
の
「
祭
神
歌
」
を
読
む
―
歌
と
題
詞
に
お
け
る
齟
齬
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
古
代
中
世
文
学
論
考
』
第
三
六
号
、

新
典
社
）

東

茂
美

［
一
九
九
四
］『
大
伴
坂
上
郎
女
』「
第
四
章
房
中
祀
楽
―
「
祭
神
歌
」
論
―
」（
笠
間
書
院
）

村
田
右
富
実
［
二
〇
一
五
］「
万
葉
集
の
中
の
祭
神
歌
（
3
・
三
七
九
～
三
八
〇
）」（『
京
都
語
文
』
第
二
二
号
）

森

朝
男

［
一
九
七
八
］「
祭
式
と
歌
―
坂
上
郎
女
「
祭
神
歌
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
』（
第
二
三
巻
第
五
号
）

渡
邊
明
子

［
二
〇
〇
九
］「「
祭
神
歌
」
考
」（『
古
代
文
芸
論
叢
』
青
木
周
平
先
生
追
悼
論
文
集
刊
行
会
）

渡
邊
明
子

［
二
〇
一
二
］「
賢
木
の
神
事
歌
―
万
葉
集
の
祭
神
歌
を
め
ぐ
っ
て
」（『
國
學
院
大
學
大
学
院
紀
要
（
文
学
研
究
科
）』
第
四
三
号
）

大
伴
坂
上
郎
女
「
祭
神
歌
」
の
訓
釈
（
大
島
）
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